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＜問い合わせ先＞

東京都千代田区大手町１－９－３

国民生活金融公庫総合研究所

電話　 03-3270-1361　 内線510
調査課　　今野 、 鈴木
（夜間直通　 03-3270-1687）

　本レポートは、「国の教育ローン」を平成19年２月に利用した世帯に対するアンケート

（平成19年７月実施）に回答のあった勤務者世帯2,677件について集計したもの。

～主な調査結果～

１　高校入学から大学卒業までに１人当たり1,045万円  (本文３,４,５ページ)

○　入学者１人当たりの入学費用は、高校で47.7万円、大学で99.1万円となった。一方、在学

○　高校入学から大学卒業までにかかる費用は、子供１人当たり1044.6万円となっている。

２　 在学費用は世帯年収の34％ （本文６ページ）　

○　世帯の年収に対する在学費用の割合は33.6％となった。

○　世帯の年収に対する在学費用の割合は、年収が少ない世帯ほど高い。年収が「200万円

以上400万円未満」の世帯では、54.3％に達している。

３　仕送り額は年間104万円 （本文８ページ）　

○　自宅外通学者がいる世帯は、全体の40.3％に上る。自宅外通学者が１人いる世帯の仕送

り額は、年間104.0万円となった。

○　自宅外通学を始めるための費用は、49.3万円となった。

４　節約や奨学金で対応 （本文10ページ）　

○　教育費の捻出方法としては、「教育費以外の支出を削っている」が59.8％と最も多く、以下

「奨学金を受けている」(48.3％)、「子供（在学者本人）がアルバイトをしている」(43.6％)と続

く。

「衣類の購入費」(45.6％)と続く。

中の費用(在学費用)は、１年間の合計で、高校では100.2万円、大学では149.3万円となった。

○　節約している支出としては、「旅行・レジャー費」が65.1％と最も多く、以下「外食費」(46.4％)、

「教育費負担の実態調査（勤務者世帯）」

～世帯年収に対する在学費用の割合は34％～

     ～アンケート結果の概要 ～

節約や奨学金で重い教育費負担に耐える
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Ⅰ　調査要領、回答世帯の概要 ※ 「国の教育ローン」の概要

１　調査要領 　○利用対象

　下記の学校に入学・在学する子供のいる世帯。

調査対象 ： 　　・高校、高等専門学校

　　・短大、大学、大学院

実施時期 ：平成19年７月 　　・専修・各種学校、予備校など

　　・海外の学校（高校、短大、大学など）

発送件数 ：11,029 件 　　・その他職業能力開発校などの教育施設

　○融資額

有効回答数 ： 2,677 件（勤務者世帯） 　　学生･生徒１人当たり200万円以内

　○使途

　　・入学費用（学校納付金、受験費用など）

　　・在学費用（授業料、アパートの家賃、通学費など）　

２　回答世帯の概要

（１）子供の数（単位：％、以下同じ） （２）小学校以上に在学中の子供の数 （３）子供の在学先

注：無回答を除く割合。以下同じ。 注：平成19年２月に利用した『国の教育ローン』に

 かかる子供について集計したものである。

（４）主たる家計維持者の年齢 （５）世帯の年収（平成18年、税込み）

800万円以上
900万円未満

 900万円
以上 平 均平 均

200万円
未満

200万円以上
400万円未満

400万円以上
600万円未満

600万円以上
800万円未満44歳以下 45～49歳 50～54歳 55歳以上

643.8万円2.0 12.1 23.8 34.2

　　世帯の年収が990万円（事業所得者は770万円）以内で、

49.5歳15.5 34.9 33.8 15.9

55.02.8

15.0 12.9

２人 ３人 ４人以上

11.615.4 1.7 1.9人

平均

22.5 52.5 22.3 49.5

１人 ２人 ３人 ４人以上 大学 その他

25.0 4.9

「国の教育ローン」を平成19年２月に利用した世帯

3.5

１人

33.5

平均

2.1人

高校
専修・
各種学校 短大
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(1)  年間の仕送り額（ただし、在学費用分は除く）

家庭教育費

在学費用

受験費用(受験したすべての学校・学部にかかるもの)

学校納付金（入学金、寄付金、学校債など、入学時に学校に支払った費用）

平成19年４月に高校以上の学校へ入学するためにかかった費用

在学費用

自宅外通学者にかかる費用

入学費用

補習教育費（学習塾・家庭教師の月謝、通信教育費、参考書・問題集の購入費など）

おけいこごとにかかる費用

通学費（通学定期代、通学用の自動車の燃料費や維持費など)

その他の学校教育費（教科書・教材費、学用品の購入費、施設設備費など）

受験料

受験のための交通費・宿泊費

(2)  自宅外通学を始めるための費用（アパートの敷金･礼金、家財道具の購入費など)

用語の解説

平成19年４月から平成20年３月までの１年間に、小学校以上の学校に在学中の子供にかかる費用の見込み額

３

入学費用

入学しなかった学校への納付金

２

学校教育費

授業料

１
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Ⅱ　調査結果

１　教育費の支出状況

（１）入学費用 －高校は48万円、大学は99万円－

○　入学者１人当たりにかかる入学費用は、高校が47.7万円、専修・各種学校が83.6万円、短大が83.7万円、大学が99.1万円となって
いる（図－１）。
○　私立大学にかかる入学費用は101.1万円、国公立大学にかかる入学費用は89.6万円となっている。国公立大学へ入学した場合は、
入学しなかった学校（私立大学等）への納付金（16.9万円）の負担が大きくなっている（図－２）。

図－１　入学先別にみた入学費用（子供１人当たりの費用） 図－２　国公立・私立別にみた入学費用
（子供１人当たりの費用）

注 ：　入学費用 受験費用

学校納付金

入学しなかった学校への納付金

11年度
調査 13年度

調査

14年度
調査

15年度
調査

70.6 69.6 69.5

7.8

11.6 12.0
23.3

38.0

6.3

2.11.4

1.9

0

20

40
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80

100

120
万円

47.7

83.6 83.7

99.1

高校
(260)

専修・各種学校
(452)

短大
(99)

大学
(1,238) 回答数

43.3
50.5

73.4

9.2

7.5

22.2

23.5

17.2

16.9

4.2

4.2

1.4

0

20

40

60

80

100

120

国公立高校 私立高校 国公立大学 私立大学

    (53)           (207)          (212)          (1,026)

万円

30.6

52.2

89.6

101.1
合計

入学しなかった
学校への納付金

受験費用

学校
納付金

合計

入学しなかった
学校への納付金

受験費用

学校
納付金

 回答数
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（２）在学費用 －高校は年間100万円、大学は149万円－

○　在学中の子供１人当たりにかかる１年間の在学費用は、高校が100.2万円、専修･各種学校が147.4万円、短大が134.9万円、大学が
149.3万円となっている（図－３)。
○　私立大学の１年間の在学費用は157.8万円と、国公立大学（107.2万円）のおよそ1.5倍になっている（図－４）。

図－３　在学先別にみた１年間の在学費用（子供１人当たりの費用） 図－４　国公立・私立別にみた在学費用
（子供１人当たりの費用）

　

Ⅱ  調査結果（勤務者世帯）

注 1：在学費用 学校教育費（授業料、通学費、教科書代など）

家庭教育費（塾の月謝、おけいこごとの費用など）

2：在学費用は、19年度における見込額である（図－４も同じ）。

48.0

94.8 102.2

153.5

12.8 5.0

4.3

24.0

0

50

100

150

200

国公立高校 私立高校 国公立大学 私立大学

107.6

157.8

107.2

85.1

144.0
129.8

144.9

4.4

5.1

15.1

3.4

0

50

100

150

200

100.2

147.4
134.9

149.3

万円

高校
(305)

専修・各種学校
(655)

短大
(126)

大学
(1,447)

合計

家庭
教育費

学校
教育費

   (63)            (242)            (242)     　    (1,205)

合計

家庭
教育費

学校
教育費

万円

72.0

 回答数
回答数
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（３）高校入学から大学卒業までにかかる費用 －子供１人当たり1,045万円－

入学費用と４年間の在学費用696.3万円が加わり、合計では1,044.6万円となる。
○　高校卒業後の入学先別にみると、私立大学に入学した場合の累計費用は理系で1,176.3万円、文系で1,019.0万円となっているのに
対し、国公立大学では866.7万円となっている（図－６）。

図－５　大学卒業までにかかる費用 図－６　高校卒業後の入学先別にみた卒業までにかかる費用
（子供１人当たりにかかる費用の平均額の累計） （子供１人当たりにかかる費用の平均額の累計）

　

Ⅱ  調査結果（勤務者世帯）

注 ：高校１年、大学１年の費用には、入学費用が含まれる。 注 1：高校の費用は、国公立・私立を合わせた全体の平均である。

2：高校の費用には、入学費用も含まれる。

3：専修・各種学校、私立短大については、修業年限を２年として算出している。

○　入学費用と在学費用を累計すると、子供１人当たりにかかる費用は高校３年間で348.3万円となる（図－５）。大学に入学した場合、

147.9

100.2

100.2

248.4

149.3

149.3

149.3

0

200

400

600

800

1,000

1,200

高校１年 高校２年 高校３年 大学１年 大学２年 大学３年 大学４年

万円

348.3

147.9

248.1

596.7

746.0

895.3

1,044.6

累計金額

各学年における１年間の費用

348.3 348.3 348.3 348.3 348.3

83.6 89.9 89.6 99.1 100.4

294.8 282.6

428.8

571.6

727.6
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200

400
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800
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1,200

専修･各種学校 私立短大 国公立大学 私立大学文系 私立大学理系

万円

1,019.0

720.8

1,176.3

866.7

726.7

累計金額

在学費用

入学費用

高校の費用
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２　教育費の負担 　

（１）在学費用の負担　－世帯の年収に対する在学費用の割合は34％－

　分布をみると、「20％以上30％未満」が31.5％と最も多く、次いで「40％以上」が25.2％となっている。
○　年収階級別にみると、年収が高い世帯ほど、在学費用は多くなる傾向にある（図－８）。
○　世帯の年収に対する在学費用の割合をみると、年収が低い世帯ほど在学費用の負担は重くなる（図－８）。年収が「200万円以上400
万円未満」の世帯では、在学費用が世帯の年収の54.3％に達している。

図－７　世帯の年収に対する在学費用の割合 図－８　年収階級別にみた世帯の在学費用と世帯の年収に対する
　在学費用の割合

Ⅱ  調査結果（勤務者世帯）

注：小学校以上に在学中の子供全員にかかる在学費用の年収に対する割合である。 注：小学校以上に在学中の子供全員にかかる在学費用と、その年収に対する割合である。

○　世帯の年収に対する在学費用（小学校以上に在学中の子供全員にかかる費用の合計）の割合は、平均33.6％となっている（図－７）。

2.7

31.5
20.4

25.2 20.2

(N=2,471)

10％以上
20％未満

20％以上
30％未満

30％以上
40％未満

40％以上

(単位：％)

平均33.6％
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233.8
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万円 ％

世帯の年収に対する在学費用の割合（右目盛り）
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（２）住宅ローンと在学費用を合わせた負担
－世帯の年収に対する住宅ローン年間返済額と在学費用の割合は47％－

○　自宅を所有している世帯は、全体の78.6％を占めている（図－９）。

○　自宅を所有している世帯のうち、住宅ローンのある世帯は75.8％となっている（図－10）。

○　世帯の年収に対する住宅ローン年間返済額と在学費用の割合は、平均46.9％となっている（図－11）。分布をみると、50％以上の
世帯が全体の33.8％を占めている。

図－９　自宅の所有状況 図－10 住宅ローンの有無 図－11　世帯の年収に対する住宅ローン年間返済額と
　在学費用の割合（住宅ローンのある世帯）

　
Ⅱ  調査結果（勤務者世帯）

注：図－９で「自宅を所有している」と回答した 注：住宅ローンがある世帯の年収の平均は710.5万円である。
世帯への設問である。

(N=2,016)

20％以上
30％未満
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30％以上
40％未満
26.6

40％以上
50％未満
25.5

50％以上
60％未満
16.5

60％以上
70％未満
8.9

20％未満
1.9

70％以上
8.4

(N=1,433)
平均46.9％

50％以上
33.8

所有
78.6

賃借
21.4

(N=2.588)

（単位：％） （単位：％） （単位：％）

あり
75.8

なし
24.2
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３　自宅外通学者にかかる費用

（１）自宅外通学者１人当たりの年間の仕送り額　－自宅外通学者が１人いる世帯の仕送り額は年間104万円－

○　自宅外通学者のいる世帯は、全体の40.3％を占めている（図－12）。

○　自宅外通学者が１人いる世帯の仕送り額は、年間平均で104.0万円（月額8.7万円）となっている（図－13）。

図－12　自宅外通学者の数 図－13　自宅外通学者が１人いる世帯の年間の仕送り額

　

Ⅱ  調査結果（勤務者世帯）

２人
7.3

３人以上
0.6

１人
32.4 (N=2,659)

(単位：％)

150万円
以上
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０万円超
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3.6

25万円以上
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9.1

０万円
4.7

125万円以上
150万円未満
10.0

100万円以上
125万円未満
29.3

75万円以上
100万円未満
13.3

50万円以上
75万円未満
18.2

(N=811)
平均104.0万円

（単位：％）

自宅外通学
者がいる
40.3

自宅外通学
者がいない
（０人）
59.7
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（２）自宅外通学を始めるための費用 －入学者１人当たり49万円－

万円未満」（31.6％）が最も多く、以下「100万円以上150万円未満」（28.8％）、「200万円以上」（19.9％）と続いている。

図－14　自宅外通学を始めるための費用 図－15　入学費用と自宅外通学を始めるための費用の合計
 （入学者１人当たりの費用）

Ⅱ  調査結果（勤務者世帯）

注：19年4月の入学時に自宅外通学を始めるためにかかった

 アパートの敷金、家財道具の購入費などの合計である。

（入学者１人当たりの費用）

○　自宅外通学を始めるための費用（アパートの敷金や家財道具の購入費など）は、入学者１人当たり平均49.3万円となっている（図－14）。

○　入学費用と自宅外通学を始めるための費用の合計は、入学者１人当たり平均142.3万円となっている（図－15）。分布をみると、「100

100万円以上
11.5 25万円未満

20.3

75万円以上
100万円未満
6.3

50万円以上
75万円未満
31.4

25万円以上
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(N=729)
平均49.3万円

（単位：％）

100万円未満
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19.9

150万円以上
200万円未満
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(N=729)
平均142.3万円

(単位：％)
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４　教育費の捻出方法　－節約や奨学金の利用で教育費を捻出－

「子供（在学者本人）がアルバイトをしている」（43.6％）と続く（図－16）。

「食費（外食費を除く）」（43.8％）、「保護者のこづかい」（39.6％）の順となっている（図－17）。

図－16　教育費の捻出方法 図－17　節約している支出
（三つまでの複数回答） （三つまでの複数回答）

　

Ⅱ  調査結果（勤務者世帯）

注：図－16で「教育費以外の支出を削っている」と回答した世帯に対する設問である。

○　教育費の捻出方法については、「教育費以外の支出を削っている」が59.8％と最も多く、以下「奨学金を受けている」（48.3％）、

○　節約している支出としては、「旅行・レジャー費」が65.1％と最も多く、以下「外食費」（46.4％）、「衣類の購入費」（45.6％）、

(N=2,569)

1.5

0.7

2.8

4.6

6.3

13.0

16.0

20.6

59.8

31.6

48.3

43.6

0 10 20 30 40 50 60 70

特に何もしていない

その他

『国の教育ローン』以外にも地方
自治体から借り入れをしている

本業以外にアルバイト
などで副収入を得ている

親類から援助してもらっている

共働きを始めた

『国の教育ローン』以外にも金融機
関や勤務先から借り入れをしている

残業時間やパートで働く時間を増やした

預貯金や保険などを取り崩している

子供（在学者本人）が
アルバイトをしている

奨学金を受けている

教育費以外の支出を削っている

(N=1,449)

0.8

1.0

10.5

24.2

46.4

45.6

7.0

65.1

43.8

39.6

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

保護者の親への仕送り
や介護･看護費用

中元･歳暮などの交際費

保護者の教養娯楽費

身の回り品や装飾品の購入費

保護者のこづかい

食費（外食費を除く）

衣類の購入費

外食費

旅行･レジャー費

(％) (％)
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